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多 粒 点 播 に よ る 乾 田 土 中 早 期 湛 水 直 接 栽 培

第 2報 点播水稲の生育特性
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(秋田県農業試験場)

Direct Seeding Cultivation onヽ Vell Drained Paddy Field Fo1lowed by

Early lrrigation with Hill Seeding of Multiple Crain

2 Rice growth with hill seeding of multiple grain
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1 は じ め に
乾田土中早期湛水直播を行った細粒グライ土水田では,

畑地化が進み安定した畑転換が期待できる。しかし,砕土

性が悪いことから直播水稲の苗立ちは依然として不安定で

ある。そこで,従来の条播に変わる多粒点播を導入した結

果,出芽力が向上し苗立ちは条播に比べて砕土率の影響が

少ないことを第 1報で報告した。第 2報では,条播と比較

しながら点播水稲の生育特性を明らかにしたので報告する。

2試 験 方 法
は)耕種概要

1)試験場所・土壌条件 :秋田県農業試験場 (灰Ef― )
2)直播方式 :乾田土中早期湛水直播

3)供試品種 :でわひかり (浸漬籾)

4)播種日:1998年 5月 3日

5)苗立ち数 :点播(5本/株 ;83本/r),条播 (106本 /
♂)

61点播形状 :幅 3cl× 長さ8 cm,株間20c l,

条間30m(点播,条播共通)

7)施肥方法 :基肥 (全層施肥 ;N-0 8kg/a,LP50)
追肥 (N02kg/a,硫 安 ,7月 27日 )

②調査方法

1)押 し倒し抵抗指数 :播種深度 l cn,土壌の表面硬度 2

kg/甜の条件で穂揃期の15株について,押 し倒し抵抗値 ,

繹長,地表から10111の 高さの株周を測定し,押 し倒 し抵抗

指数 〔押し倒し抵抗値/(地表10m高の株周×繹長)〕 を算

出した。

2)葉位別の葉色 :登熟期において,止葉を 1と した各葉

位の葉色を葉緑素計により測定した。

3 試験結果及び考察
0)茎数,乾物重の推移

図 1に示すように,点播水稲の茎数はいずれの時期も条

播に比べて少なく推移し,ご当たりの穂数は502本 と条播

より10%少なかった。次に,時期別の乾物重の推移を図 2

に示した。点播水稲の乾物重は,茎数と同様に条播に比べ

て少なく推移した。しかし,点播水稲の 1茎重についてみ

ると幼穂形成期以降の増加量が多く,穂揃期では条播を上

回った (図 3)。 このように,点播水稲は茎数は少ないも

のの条播に比べて,生育後半の茎質は向上することが認め

られた。

0)登熟期における葉身の窒素栄養

各葉位別の葉色を図 4に示した。登熟期における点播水

稲の葉色は各葉位とも条播に比べて濃く,生葉数も多かっ
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図 1 播種方式が茎数の推移に及ぼす影響
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図 2 播種方式が乾物重の推移に及ぼす影響
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図4 播種方式が登熱の葉位別葉色に与える影響
(9月 17日 )

た。このことから,点播水稲での葉身の窒素濃度は生育後

半まで高く維持されることが明らかになった。

3)耐倒伏性

はじめに耐倒伏性の指標として押し倒し抵抗指数を求め

た。図 5に示すように 〔地表10cmの高さの株周(m)×稗長

(cm)〕 と乾物重との間に高い相関が認められたことから,

扇らの抵抗係数。 (押 し倒し抵抗/(地上部乾物重×株基
部直径)〕 を参考にして,押 し倒し抵抗指数 〔押 し倒 し抵

抗値/(地表10m高の株周×稗長)〕 を算出し,乾物重当た

りの押し倒し抵抗値を検討した。図 6に示すように,押 し

倒し抵抗指数は条播に比べて点播水稲が明らかに大きかっ

た。また,押 し倒し抵抗指数は実際の倒伏程度 (表 1)と

良く対応しており,点播により耐倒伏性が向上することが

明らかになった。その理由として,点播水稲では条播に比

■
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穂揃い期の形態形質と乾物重の関係

点幡 条播

図6 播種方式が押し倒し抵抗指数に及ぼす影響
*押 し倒し抵抗値/(10cmの高さの株周×稗長)
点播密度 30× 20m, 1株 5本立ち (8月 24日 )

べて 1茎重が大きく,倒伏に対する稗の物理的な抵抗力が

優ることなどが考えられた。

14)収量性

点播水稲の玄米生産効率は条播に比べて高く,総籾数は

条播に比べて少ないものの,登熟歩合,千粒重が優り4%
増収した。点播水稲の登熟歩合,千粒重が優ったのは,生

育後半まで葉身の窒素栄養が良好に保たれ,光合成能力が

維持されたためと考えられた。

表 1 播種方式が収量及び収量構成要素に与える影響

0  選 数 収量llg/a)総 靭数 登熟歩合千粒重倒伏程度
区

4 ま  と  め
点播水稲の生育特性を検討し,①条播に比べて総乾物重

は少ないが,1茎重は大きい,②生育後半まで葉身の窒素

濃度が高く維持される,③耐倒伏性が大きい,④玄米生産

効率が高い,⑤登熟歩合,千粒重が条播より優ることなど

を明らかにした。
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